
【第３回】 平成３０年度北海道公立学校事務長会調査研究部研究協議会報告 

 

日時：平成 30 年 10 月 2 日（金） １３：３０～１７：００ 

場所：札幌北高等学校同窓会館「ノースエイム」 ２階 和室Ａ 

※当初、９月 11 日開催予定だったが、9 月 6 日に発生した胆振東部地震により中止 

―――――――――――――  協 議 事 項 ―――――――――――――――― 

１ 第３７回北海道公立学校事務長研究協議会の中止について 

① 経緯について 

→H30.9.6 胆振東部地震発生により延期ではなく中止を決定 

（会場確保、日程調整等の課題） 

  ② 今後の対応について 

→発表機会確保の観点と主管支部である後志支部の意向、及び発表支部・発表者らの承

諾を確認し、今回の研究協議会の内容を、平成 31 年度へ移行（スライド）させるこ

ととする。 

※経緯及び今後の対応については、9 月 18 日付け阿部事務長会会長名で支部長各位、

会員各位に通知済み 

    

２ 調査研究推進委員研究協議会について  

   研究協議Ⅰ 本部調査研究活動報告 

→担当幹事からの研究推進状況報告等  

ア 異動時の引継事項について 

イ 新任事務長アンケート中間報告の集計進捗状況 

※情報提供として、コマ追加あり 

 上川教育局と道立学校における事務改善検証会議について（上川支部から） 

研究協議Ⅱ 

① 各支部研究発表 

→各支部の研究協議会日程及び各支部の研究発表実施の有無を確認 

② 本部設定テーマ全体協議 

→テーマ「公立高等学校の生徒数減少に対応した学校事務のあり方について」 

   協議進行のイメージを確認、各支部への趣旨の説明（提示）方法を検討 

③ 各支部情報交換 

→前回、胆振で確認。打診を進める。 

 

３ 平成３０年度調査研究部事業計画について 

 ①「人材育成」に係る調査研究「事務長の資質向上に関するアンケート」 

→進捗状況、今後の流れを確認 

② 調査研究活動の推進 

ア 調査研究部研究課題の集約 

→各支部からの要望の傾向（分析等） 
イ 支部研究を全道・全国発表するための研究（調査研究部活動改革） 

→研究を行う目的の明確化及び活用 

        全道・全国への発表を選ぶ場合は、選定基準が必要では？ 

③ 道立学校事務改善に関する必要な調査研究 

→異動時の事務引継事項に、財産情報のデータベースを活用 

 

４ 研究活動に係る今後のスケジュール等  

→確認した。 

 

５ その他 


